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今
年
度
も
気
が
付
け
ば
、
す
で
に
半

年
が
経
過
し
、
３
年
生
は
卒
業
と
い
う

文
字
を
思
い
浮
か
べ
る
機
会
も
徐
々
に

増
え
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　

令
和
４
年
度
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
務
め
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
、
姫
野
と
申
し
ま

す
。
総
会
時
に
ご
挨
拶
が
で
き
な
か
っ

た
た
め
、
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
だ

よ
り
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
ご
挨
拶

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
短
い
間
で
は

あ
り
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
度
も
昨
年
同
様
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
全
国
で
猛
威
を
振

る
っ
て
お
り
、
繰
り
返
さ
れ
る
感
染
の

波
が
引
い
て
は
押
し
寄
せ
て
、
終
息
の

気
配
が
未
だ
見
え
な
い
状
況
で
す
。

　

し
か
し
、
多
く
の
方
の
お
力
添
え
や
、

校
長
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
教
職
員
の

皆
様
の
日
々
の
努
力
に
よ
り
、
今
ま
で

得
た
経
験
を
フ
ル
に
生
か
し
た
感
染
対

策
、
そ
し
て
感
染
を
拡
大
さ
せ
な
い
徹

底
し
た
取
り
組
み
が
実
を
結
ん
で
お

り
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
日
川

高
校
は
日
常
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
予
定
さ
れ
て
い
た
学
校
行
事
に
つ

い
て
も
、
多
少
の
変
更
な
ど
は
あ
る
も

の
の
着
実
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
充
実

し
た
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
個
人
的
に
も
、
一昨
年
度
、

ま
た
昨
年
度
と
比
較
し
て
段
々
と
明
る

い
兆
し
が
感
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
各
家

庭
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
保
護
者
の
皆

様
は
感
染
に
細
心
の
注
意
を
払
い
窮
屈

な
生
活
を
送
ら
れ
て
い
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
子
ど
も
た
ち
も
教
職
員
の
皆
様

の
指
導
の
下
、
マ
ス
ク
着
用
・
消
毒
液

の
使
用
・
黙
食
の
徹
底
等
、
感
染
リ
ス

ク
を
減
ら
す
た
め
の
努
力
を
続
け
て
学

校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

が
、
今
で
き
る
こ
と
を
続
け
な
が
ら
前

進
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
つ
い
て
も
、
フ
ー
ド
ド

ラ
イ
ブ
や
強
歩
大
会
へ
の
協
力
な
ど
、

多
く
の
保
護
者
の
皆
様
に
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

特
に
、
強
歩
大
会
は
、
過
去
２
年
間
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
中
止
と

な
っ
て
お
り
、
す
べ
て
の
生
徒
が
初
め
て

経
験
す
る
強
歩
大
会
と
な
っ
た
わ
け
で

す
が
、
本
当
に
多
く
の
保
護
者
の
皆
様

に
、
長
時
間
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
久
し
ぶ
り
の
強

歩
大
会
が
安
全
に
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
教

職
員
の
皆
様
も
、
久
し
ぶ
り
の
実
施
か

つ
コ
ロ
ナ
禍
で
実
施
さ
れ
る
初
め
て
の
強

歩
大
会
と
い
う
こ
と
で
、
細
心
の
注
意

を
払
い
な
が
ら
、
安
全
に
生
徒
が
走
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
大
変
な
苦
労
を

い
た
だ
い
た
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、多
く
の
方
々

の
支
え
に
よ
り
大
会
が
無
事
に
実
施
で

き
た
こ
と
は
、
非
常
に
意
義
深
い
こ
と

で
あ
り
、
走
って
い
る
生
徒
の
苦
し
そ
う

な
顔
や
、
笑
顔
や
、
助
け
合
っ
て
い
る

姿
な
ど
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
、
あ
り

き
た
り
で
す
が
心
か
ら
良
か
っ
た
な
と

感
じ
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
、
残
す
と
こ
ろ
あ
と
半
年

で
す
が
、
３
年
生
は
新
た
な
道
を
心
に

思
い
描
き
、
一
生
懸
命
努
力
し
て
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。
感
染
症
の
影
響
は
あ

り
ま
す
が
、
学
校
へ
伺
う
と
常
に
笑
顔

で
挨
拶
し
て
く
れ
る
生
徒
さ
ん
で
溢
れ

て
い
ま
す
。
学
校
は
、
も
ち
ろ
ん
勉
強

す
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
生
徒
に
と
って
常

に
楽
し
い
場
所
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
で
も
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
充
実
し
た
環
境
づ
く
り
の一助
と
な
る

よ
う
、
引
き
続
き
活
動
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
保
護
者
の
皆
様
か
ら
も
、

引
き
続
き
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
簡

単
で
は
あ
り
ま
す
が
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
今
後
も
一
層
の
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

先
日
、
第
七
十
一
回
全
国
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
石
川
大
会
に
参
加
す
る

た
め
、
金
沢
市
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
著
名
な
実
業
家
で
あ
る
澤

田
貴
司
さ
ん
の
記
念
講
演
の
ほ
か
、
近

年
の
教
育
改
革
を
推
進
し
た
中
央
省

庁
の
担
当
者
に
よ
る
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
や
一
人
一
台
端
末

の
も
た
ら
す
学
習
環
境
の
変
革
に
つ
い
て

考
え
る
機
会
と
な
り
、
と
て
も
学
び
の

多
い
大
会
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
折
に
と
思
い
、
自
由
時
間
に
市

内
の
室
生
犀
星
記
念
館
を
訪
れ
ま
し

た
。
代
表
作
の
「
小
景
異
情
」
は
教

科
書
に
も
載
り
、
人
口
に
膾
炙
し
た
詩

の一
節
「
ふ
る
さ
と
は
遠
き
に
あ
り
て
思

ふ
も
の
」
に
こ
め
ら
れ
た
犀
星
の
ふ
る
さ

と
に
対
す
る
複
雑
な
思
い
に
つ
い
て
は
、

わ
た
し
も
授
業
で
話
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
今
回
、
詩
集
『
抒
情

小
曲
集
』
の
頁
を
め
く
っ
て
い
て
、
と
て

も
心
に
残
っ
た
の
は
「
自
序
」
と
し
て

記
さ
れ
た
序
文
で
し
た
。

　

私
は
雪
の
深
い
北
国
に
育
つ
た
。

十
二
月
初
旬
の
し
ぐ
れ
は
日
を
追

う
て
霙
と
な
つ
て
そ
し
て
美
し
い
雪

と
な
り
山
や
野
や
街
や
家
家
を
包

ん
だ
。
町
の
人
々
は
家
家
の
北
に
面

し
た
窓
や
戸
口
を
藁
や
蓆
を
も
つ
て

覆
う
た
。

　

道
の
ふ
た
側
に
積
ま
れ
た
雪
は
、

屋
根
と
お
な
じ
い
高
さ
に
ま
で
な
つ

て
、
夜
は
窓
や
戸
口
の
雪
の
、
中
か

ら
燈
灯
が
漏
れ
て
ゐ
た
。

こ
こ
に
は
、
犀
星
の
ふ
る
さ
と
で
あ
る

金
沢
の
自
然
が
、
そ
し
て
、
そ
の
地
で

自
然
と
向
き
合
い
な
が
ら
暮
ら
し
て
い

る
人
々
の
営
み
が
、
美
し
い
こ
と
ば
で
切

り
取
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
高
校
を
卒
業
す
る
と
、
ふ
る

さ
と
を
離
れ
る
生
徒
も
い
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
学
校
も
、
ふ
る
さ
と
も
、
そ
こ
に

い
る
と
き
は
、
殊
更
に
そ
の
大
切
さ
を

意
識
す
る
こ
と
は
少
な
い
よ
う
に
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
卒
業
し
、
家
を
離
れ
、

ふ
る
さ
と
を
離
れ
た
と
き
、
振
り
返
る

と
、
そ
の
美
し
さ
が
き
っ
と
浮
か
び
上

が
って
く
る
で
し
ょ
う
。

　

今
回
、
記
念
講
演
を
さ
れ
た
澤
田

貴
司
さ
ん
は
石
川
県
の
御
出
身
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。
大
学
進
学
と
と
も
に
東

京
に
出
て
、
そ
の
後
は
海
外
勤
務
も
含

め
、
都
会
で
の
生
活
が
続
い
て
い
る
そ

う
で
す
。
ユ
ニ
ク
ロ
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

で
の
辣
腕
ぶ
り
で
知
ら
れ
る
澤
田
さ
ん

で
す
が
、
心
の
奥
底
に
あ
る
の
は
、
早

く
に
逝
っ
た
お
父
様
が
残
さ
れ
た
言
葉

で
あ
り
、
多
く
の
人
に
愛
さ
れ
た
お
母

様
に
対
す
る
尊
敬
の
念
で
あ
り
、
ふ
る

さ
と
へ
の
深
い
親
愛
の
情
で
あ
る
よ
う
に

感
じ
ま
し
た
。
犀
星
の
「
ふ
る
さ
と
は

遠
き
に
あ
り
て
思
ふ
も
の
」
は
、
多
く

の
人
に
共
通
す
る
思
い
で
あ
る
こ
と
を

し
み
じ
み
と
実
感
し
ま
し
た
。

「
ふ
る
さ
と
は

　
　
　
　

遠
き
に
あ
り
て
」

校　

長

橘　

田　
　
　

浩

発　行　所
日川高校ＰＴＡ
事　務　局
山梨市一町田中

「
こ
ん
な
時
こ
そ
助
け
合
い
」

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

姫　

野　

敏　

樹
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名
誉
会
長　

橘
田　
　

浩
（
校　

長
）

顧　
　

問　

山
下　
　

剛
（
山
梨
市
）

会　
　

長　

姫
野　

敏
樹
（
甲
州
市
）

副
会
長　

早
川　

賢
一
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

高
橋
い
づ
美
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

手
塚　

俊
樹
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

丹
澤　
　

修
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

小
林　

太
郎
（
教　

頭
）

監　
　

事　

三
枝　

輝
男
（
三
年
次
）

　

〃　
　

竹
下
み
さ
お
（
二
年
次
）

　

〃　
　

岩
間　

一
訓
（
一
年
次
）

事
務
局
長　

小
林　

太
郎
（
教　

頭
）

出
納
員　

萱
沼　

尚
貴
（
事
務
長
）

三
年
次

部　
　

長　

早
川　

賢
一
（
笛
吹
市
）

副
部
長　

飯
嶋　

孝
則
（
甲
州
市
）

　

〃　
　

山
中　

喜
美
（
甲
州
市
）

　

〃　
　

高
橋
い
づ
美
（
山
梨
市
）

監　
　

事　

三
枝　

輝
男
（
笛
吹
市
）

理　
　

事　

石
場　

利
英
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

古
屋　

文
人
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

岸
本　

透
子
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

岡
田　
　

強
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

高
原　

恵
幸
（
山
梨
市
）

　

〃　
　
久
保
島
真
奈
美
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

松
橋　

壮
一
（
甲
州
市
）

　

〃　
　

飯
島　

昌
代
（
甲
州
市
）

　

〃　
　

植
村　

芳
子
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

荻
原　
　

昭
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

今
井　

英
司
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

窪
田　

浩
子
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

姫
野　

敏
樹
（
甲
州
市
）

年
次
主
任　

古
明
地　

隆

二
年
次

部　
　

長　

手
塚　

俊
樹
（
山
梨
市
）

副
部
長　

三
枝　

智
久
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

佐
藤　

由
美
（
甲
州
市
）

　

〃　
　
初
鹿
野
美
由
紀
（
甲
州
市
）

監　
　

事　

竹
下
み
さ
お
（
笛
吹
市
）

理　
　

事　

小
野　

真
太
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

宮
本　

貴
光
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

鎭
目　

絵
理
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

松
下　

知
美
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

佐
藤　

達
也
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

奥
山　

信
二
（
甲
州
市
）

　

〃　
　

古
屋　

一
裕
（
甲
州
市
）

　

〃　
　

野
澤　

美
恵
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

風
間　

英
樹
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

須
田　

高
志
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

菊
嶋　

雅
代
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

渡
瀬　

保
長
（
甲
府
市
）

　

〃　
　

仲
二
見　

登
（
笛
吹
市
）

年
次
主
任　

望
月　

亜
由

一
年
次

部　
　

長　

丹
澤　
　

修
（
山
梨
市
）

副
部
長　

乙
黒　

光
司
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

杉
山　

順
哉
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

土
屋　

雅
美
（
甲
府
市
）

監　
　

事　

岩
間　

一
訓
（
山
梨
市
）

理　
　

事　

鈴
木　

利
洋
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

鈴
木　

香
織
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

飯
室　
　

林
（
甲
州
市
）

　

〃　
　

内
藤　

孝
司
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

坂
本　
　

歩
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

荻
原　

匡
人
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

平
塚　

政
雄
（
甲
州
市
）

　

〃　
　

野
村　

由
佳
（
甲
州
市
）

　

〃　
　

渡
辺　

一
昭
（
甲
州
市
）

　

〃　
　

雨
宮　

清
香
（
甲
州
市
）

　

〃　
　

芦
澤　

孝
明
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

佐
々
木　

恵
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

阿
部　
　

健
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

三
枝　

英
樹
（
笛
吹
市
）

年
次
主
任　

秋
山　

岳
巨

令
和
四
年
度　

Ｐ
Ｔ
Ａ
理
事

入
学
式
・
一
年
次
部
会
・
理
事
会

　

四
月
八
日

　

午
前
九
時
か
ら
入
学
式
を
実
施
。

一
年
次
部
会
で
新
理
事
を
選
出
。
そ

の
後
一
年
次
理
事
会
で
部
長
・
副
部

長
・
監
事
を
互
選
。
令
和
四
年
度
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

会
計
監
査
・
役
員
会
・
各
年
次
理
事
会
・

第
一
回
理
事
会

　

四
月
十
五
日

　

零
時
半
か
ら
会
計
監
査
、
二
時
半

か
ら
役
員
会
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後

三
時
よ
り
各
学
年
の
理
事
会
、
四
時

よ
り
全
体
理
事
会
が
行
わ
れ
た
。
総

会
運
営
に
先
立
ち
内
容
を
検
討
し
た
。

各
年
次
部
会
・
Ｈ
Ｒ
保
護
者
会
・
総
会

　

四
月
二
十
九
日

  

各
年
次
で
部
会
を
開
催
し
た
後
、

保
護
者
に
各
Ｈ
Ｒ
に
入
っ
て
い
た
だ

き
保
護
者
会
が
行
わ
れ
た
。
総
会
は

資
料
を
配
布
し
て
の
書
面
決
議
と
し
、

姫
野
会
長
以
下
の
本
年
度
役
員
が
承

認
さ
れ
た
。
山
下
前
会
長
以
下
の
退

任
理
事
に
感
謝
状
を
郵
送
す
る
形
で
、

ご
尽
力
に
お
礼
を
し
た
。

関
東
高
Ｐ
連
大
会

　

七
月
八
日
〜
九
日
に
神
奈
川
で
開

催
さ
れ
た
。
本
校
か
ら
は
手
塚
副
会

長
、
小
林
教
頭
が
リ
モ
ー
ト
に
て
参

加
し
た
。

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

　

七
月
十
二
日
〜
十
五
日
の
三
者
懇

談
の
折
に
行
わ
れ
た
。
家
庭
で
有
休

品
に
な
っ
て
い
る
缶
詰
め
や
レ
ト
ル

ト
商
品
な
ど
の
食
品
を
お
持
ち
頂
い

た
。
集
ま
っ
た
食
品
は
、
二
十
日
に

会
長
、
副
会
長
、
生
徒
会
の
生
徒
と

仕
分
け
作
業
を
行
い
、
二
十
一
日
に

フ
ー
ド
バ
ン
ク
山
梨
に
寄
付
し
た
。

全
国
高
Ｐ
連
大
会

　

八
月
二
十
五
日
〜
二
十
六
日
に
石

川
県
で
開
催
さ
れ
た
。
本
校
か
ら
は

橘
田
校
長
が
参
加
し
た
。

第
二
回
理
事
会

　

九
月
九
日

　

午
後
六
時
よ
り
理
事
会
。
強
歩
大

会
へ
の
協
力
等
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

強
歩
大
会
協
力
者
説
明
会

　

九
月
二
十
二
日

　

強
歩
大
会
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る

保
護
者
へ
の
説
明
会
が
行
わ
れ
た
。

強
歩
大
会

　

九
月
二
十
九
〜
三
十
日
に
行
わ
れ

た
。
多
数
の
保
護
者
の
皆
様
に
御
協

力
い
た
だ
き
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
会

　

十
月
二
十
六
日

　

午
後
四
時
十
分
よ
り
、
本
校
視
聴

覚
教
室
に
於
い
て
、Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
会
が

あ
り
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト

ア
フ
ロ
ッ
キ
ー
の
望
月
理
子
先
生
に

ご
講
演
を
頂
い
た
。

第
三
回
理
事
会

　

十
月
二
十
六
日

　

定
例
の
理
事
会
を
開
催
し
た
。
上

半
期
会
務
報
告
、
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

に
つ
い
て
な
ど
の
審
議
や
報
告
が
行

わ
れ
た
。

強
歩
大
会
に
つ
い
て

総
務
係　

　

九
月
二
十
九
、
三
十
日
に
第
五
十

五
回
強
歩
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

二
百
名
を
超
え
る
保
護
者
の
皆
様
に

御
協
力
を
頂
き
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
感
染
防
止
対
策
、
ま
た
新
コ
ー
ス

と
い
う
難
し
い
状
況
の
中
、
安
全
の

内
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

三
年
ぶ
り
の
こ
と
で
あ
り
、
伝
統
の

行
事
を
実
施
す
る
に
は
、
様
々
な
準

備
や
実
施
対
策
に
困
難
を
乗
り
越
え

て
の
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
救
護
車
、

交
通
誘
導
、
巡
回
、
給
水
、
検
印
所

と
夜
を
徹
し
て
の
多
岐
に
渡
る
皆
様

の
御
協
力
に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
多
く
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
縮
小
さ
れ
て
参
り
ま

し
た
が
、
こ
う
し
た
行
事
へ
の
御
協

力
を
通
じ
て
生
徒
の
活
動
を
御
覧
い

た
だ
き
、
ま
た
保
護
者
の
皆
様
同
士

の
つ
な
が
り
の
構
築
に
も
繋
が
る
有

意
義
な
機
会
で
も
あ
り
ま
し
た
。
御

協
力
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
事
務
局
日
誌


